
【お詫びと訂正】

正誤表

頁 行・図表番号 誤 正

14 右下から4行目

女性の方が上回っている費目は住居、
光熱･水道、家具・家事用品、被服およ
び履物、保健医療、交通・通信費であ
る。女性は、住居や衣服にお金をか
け、洗濯や掃除など家事をこなすどち
らかといえば在宅型のライフスタイル
であるが、交通・通信が男性より高
い。また、男性は、教養・娯楽、交際
費にお金をかける非在宅型のライフス
タイルといえよう。通信費の割合が高
くなっているのは携帯、パソコンを多
用する現代の特徴である。

女性の方が上回っている費目は、住
居、被服および履物、保健医療、交
通・通信費である。女性は、住居や衣
服にお金をかけ、洗濯や掃除など家事
をこなす在宅型のライフスタイルであ
るが、交通・通信も男性より多い。
また、男性は、教養・娯楽、交際費な
ど非在宅型のライフスタイルといえよ
う。男女共であるが、特に女性の交
通・通信費の割合が高いのは、携帯電
話、パソコンを多用する現代の生活が
垣間見えている。

30 右下から20行目 、張り合わせた麻布 、貼り合わせた麻布
42 右下から4行目 板張りや 板貼りや
48 左上から10行目 200万年前に 約200万年前に
48 左下から7行目 90万年前の 約90万年前の
48 左下から6行目 50万年前の 約50万年前の
52 左下から13行目 木製亜鉛鉄板張り、人造石研ぎ出し、モザ

イクタイル張り
木製亜鉛鉄板貼り、人造石研ぎ出し、モザ
イクタイル貼り

77 右上から4行目

使用性よりも耐震時と操作時の安全性
を優先させて、

使用性よりも震災時などでの物の落下
に伴う吐水の防止を優先させて、

122 左下から2行目
色立体の縦断面ごと（すなわち各色相
ごと）

色立体の縦断面ごと（すなわち色相ご
と）

136 左上から1行目 化粧合板をフラッシュ芯に張り合わせて 化粧合板をフラッシュ芯に貼り合わせて
136 左上から13行目 薄い化粧板を張り合わせたもの 薄い化粧板を貼り合わせたもの
136 右下から9行目 平板化粧張り 平板化粧貼り

158 左下から9行目

電気こんろは、シーズヒーターをガス
方式のバーナーの代わりに組み込んだ
電気グリルタイプや電気オーブンにグ
リル機能を内蔵したタイプがある。

電気式のグリルは、ガス方式のバー
ナーの代わりにシーズヒーターを組み
込み短期間で焼き上げることができ
る。電気オーブンにグリル機能やレン
ジ機能を内蔵したタイプもある。

[改訂二版]キッチンスペシャリストハンドブック正誤表 

（2022年10月1日時点）

この度は[改訂二版]キッチンスペシャリストハンドブックをご購入いただきありがとうございました。
掲載内容につきまして、一部誤りがありました。お詫びして訂正いたします。

◇本正誤表の対象となるハンドブック：　改訂二版　３刷（2020.11.10発行）



頁 行・図表番号 誤 正

167 左下から11行目

1）給水とは
遊離残留塩素が給水栓において0.1mg/L
以上保持する、病原生物や有害物質を
含まないなど、水道法で定めた水質を
保つことが必要である。
給水栓での必要圧力は300〜400 kPa程
度である。10 m水柱（ヘッド）の静水
圧は、98 kPa（旧単位では1 kgf ／
cm2）である。

1）給水とは
水道事業者の配水管から住宅のメー
ター等を経由して給水管・直結給水用
具（給水栓・洗浄弁・給湯器等）を正
常に作動させるためには、使用状況に
もよるが、給水管の水圧は0.30～
0.40MPa（最小動水圧0.15MPa）に、給
水用具の水圧は0.03～0.07MPa（一般に
は0.05MPa）程度に保つ必要がある。水
柱10mの底面での静水圧は0.098MPaであ
り、動水圧は管内の水が流れる状態で
測定したものである。（図3-4-2）
　また、給水栓における遊離残留塩素
の含有率を百万分の0.1以上（病原生物
に汚染されるおそれがある場合などは
百万分の0.2以上）に保持するなど、水
道法で定めた水質を保つことが必要で
ある。

199 図4-1-20

拡大版はページ後段をご参照くださ
い。

220 右下から10行目

技は、受験者の「キッチン計画に関す
るプレゼンテーション能力を判定す
る」として設定され、出題・採点がな
される。

技試験は、キッチン空間の企画・提案
に関し、説得力のあるプレゼンテー
ションの作成などの基礎能力を有して
いるか否かが審査される。

230 左下から5行目 ：壁下地にボードを貼り、 ：壁下地にボードを張り、

283 右上から19行目

そこで、一般的には営業総利益（つま
り、営業諸経費・管理費を含んだ利
益、粗利益ともいわれる）を製品原価
に加えて見積価格を算定するが、実際
には製品原価に予め定められている粗
利益率を乗じて見積価格として提出す
る例が多い。

そこで、一般的には売上総利益（つま
り、営業諸経費・一般管理費を含んだ
利益、粗利益ともいわれる）を売上原
価に加えて見積価格を算定するが、実
際には予め定められている粗利益率を
用い、売上原価を１－粗利益率で除し
て見積価格として提出する場合があ
る。



頁 行・図表番号 誤 正


	正誤表

